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§１．研究成果の概要 

 

 確率過程の統計推測理論とその応用に関して研究を行い、確率過程の統計推測およびシミュレ

ーションのための Rパッケージ YUIMAの開発を進めた。 

 確率微分方程式に対する統計推測理論では、退化拡散過程の推定、ジャンプのある拡散型過

程のボラティリティパラメータ推定のためのグローバルジャンプフィルタの導入と擬似尤度解析の構

築、エルゴード的拡散過程のノイズのある離散観測によるドリフトパラメータと拡散係数パラメータの

ハイブリッド型推定量の構成とその漸近的性質の解明をし、さらに、畳み込みが観測される拡散過

程の推測、エルゴード的拡散過程に対する誤特定を許す Schwartz型モデル選択規準、フラクショ

ナルブラウン運動(fBm)に基づく確率微分方程式の推測を研究した。放物型確率偏微分方程式の

パラメトリックモデルに対して高頻度時空間データによる推定法を与え、その漸近挙動を明らかに

した。また、高次の分布近似に関わる問題として、漸近展開による Hawkes過程の推定量の高次

漸近挙動、混合型 fBmの２次変動の高次漸近展開などを与えた。 

 確率過程の統計学を基礎とした数理モデリングが進んだ。点過程によるリミットオーダーブックの

モデリングとオーダー予測、スパースな構造を持つ多変量 Hawkes過程によるWebサイト等にお

けるテキストデータの伝播構造の定量化、グラフィカル LASSOによる高頻度データの実現共分散

行列の解析、確率過程モデルの感染症伝播への応用、確率微分方程式を用いた新しい死亡率

予測モデルの提案を行った。 

 我々の理論研究の実装として、確率微分方程式に対するモデル選択の関数の拡充、確率微分

方程式を駆動するレビ過程の分布に関する最尤推定法を行う機能付加など、YUIMAの拡張が進

んでいる。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）「東京大学」グループ 

① 研究代表者：吉田 朋広 （東京大学大学院数理科学研究科、教授） 

② 研究項目 

・高頻度時系列データへの統計的モデリングとデータ解析 

・統計モデリングの基礎となる確率過程の統計学の研究とその応用 

・確率過程に対する統計解析およびシミュレーションのためのソフトウエア YUIMA IIIの開発 

 

（2）大阪大学グループ 

① 主たる共同研究者：内田 雅之 （大阪大学大学院基礎工学研究科、教授） 

② 研究項目 

・大規模時系列データに対する計算統計理論に基づく解析手法の開発 
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（3）「九州大学」グループ 

① 主たる共同研究者：増田 弘毅 （九州大学大学院数理学研究院、教授） 

② 研究項目 

・非正規レビ過程に関する統計推測の基礎研究とその応用 

・さまざまな非正規レビ駆動モデルの統計解析ソフトウエアの開発 
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